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折本良平は４６歳の１８８０年に帆引き船網漁を発明して以来、 延々として

2019年の今まで138年間引き継がれている帆引き船です。2001年に 「21

世紀に残す日本の風景遺産100 選」 で掲載されたことを基としてフォトコ

ンテストを開催した年です。 そこから 18 年間ひたすら帆引き船の写真を

審査して来ました。 初期の頃は写った写真を“何でも出せばいい”の雰囲

気がありましたが、 年々機材の発展と共に技術や視点の向上で、 この 1、

2 年の写真は基本コンセプトは殆ど差が付きません。 如何にその差を付

け、 グレードの高い作品を作れるかが勝敗の差です。 やはり自然現象に

はかないませんが、 その魅力を味方に写真技法を駆使し、 感覚を澄ま

せて、 自分なりの作品を作れば間違いないと思います。 小中学生も沢山

参加して頂き、 素直な写真も素晴らしいと思います。 勇壮な力強いロマ

ンのある写真を期待しています。

（公社）日本写真家協会会員・日本旅行写真家協会発起人理事　　　立木　寛彦

最優秀賞／茨城県知事賞
「帆引き日和」　　平 堅次（土浦市）

最優秀賞
市長賞

「一致団結」
滝本 光晴（土浦市）

優秀賞／コカコーラ賞
「のぞきこむ霞ヶ浦」

紺野 いづみ

霞ヶ浦漁業協同組合長賞
「大漁」

加瀬 雅俊

富士ＯＧＭゴルフクラブ出島コース賞
「危ない！」

藤井 美代志

読売新聞社賞
「湖上のダイヤモンド富士」

田井 俊夫

行方市観光協会長賞
「白帆と筑波山」

福田 弘

読売新聞社賞
「風のいたずら」
初鳥 千代子

最優秀賞
市教育長賞／コカコーラ賞

「茨城の宝」
飯嶋 禮夢（かすみがうら市）

最優秀賞を受賞した（左から）

飯嶋 禮夢さん、 平 堅次さん、

滝本 光晴さんと審査員特別

賞を受賞した廣岡 忍さん

審査員特別賞
霞ヶ浦河川事務所長賞

「風に立つ」
廣岡 忍（埼玉県 春日部市）

入選／コカコーラ賞
「霞ヶ浦と帆引き船」

石川 叶多

常陽銀行賞
「帆影」

小松崎 正義

優秀賞
「落陽に染まる」
藤枝 多美男

「霞ヶ浦帆引き船フォトコンテスト」　は霞ヶ浦帆引き船・ 帆引き

網漁法保存会の主催で行われており、 今年で 18 回目となる

今回は、 第17 回世界湖沼会議（いばらき 2018）応援事業の一

環として開催されました。 撮影者の目線で、 帆引き船と霞ヶ浦

の風景の一瞬を切り取った 484 点 ( 一般部門・帆引き船の部

375 点／霞ヶ浦の風景の部 81 点／小中学生部門 28 点 ) の

素晴らしい作品が寄せられ、審査の結果 35 点が入賞しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴史博物館　☎　029 ‐ 896 ‐ 0017
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 4月1日月までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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。
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れ
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狙
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落
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催
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あ
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催
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